ら 2 誠 パ 

に に 0 ヨコ iPJ22> っ 環 
に 実 屋 征 
正 \ 鯉 基 
_ 旧 書 多 家 住宅 』 
ンジ 人 1 正 ん 4 


ーー の 一 帯 は 、 屋 島 の 戦い に 
ーー 敗れ た 平 氏 一 族 が 落ち の 
び て き た 平家 縁 の 地 。 中 で も 名 
主 で あっ た 喜多 家 の お 屋敷 は 、 
重厚 で 一 見 の 価値 あり 。 こ の プ 





中 で 囲 炉 胃 を 囲ん で 昼食 を お 台 
し 上 が り い た だ け ま す 。 


日 多 家 住 宅 (喜多 家 コー ス を お 選び くだ さい 。※10・1 1 月 の み の 設定 ) 


る な 
日 喜多 家 住 宅 の 庭先 に ある 、 樹 齢 
推定 800 年 余 ・ 樹 周 約 11m の 鮮 艇 
は 、 平 国 盛 が 植え た と いう 伝説 が あ 
る も の 。 囲 炉 の 前 で の 昼食 が 終わ っ 
た ら 、 こ ちら の 見 学 も お 忘れ な く 。 





古式 そば 打ち 体験 
邊 合 そ ば 


ご 昼食 は 、 地 域 に 伝わる 貴重 な 在 来 種 で ある 祖 合 そば 。 山菜 の 天ぷら と 共に ご 
賞味 くだ さい 。 そ ば 打ち コー ス な ら 、 手 打ち 体験 や 店 主 に よる 祖 合 の 民謡 で 、 よ 
り 深く お 楽し みい た だ け ま す 。 

( 吾 多 家 コ ー ス の 場合 で も 同 内 容 を 提供 し ます が 、 そ ば の 手打 ち 体験 は で きま せん 。) 


奥 祖 合 め ん め 座 


「 め ん め ] は 、 祖 全 地 方 の 方 言 
で 「 そ れ ぞ れ に 」 と いう 意味 。 
祖 台 で 暮らす 人 々 が 、 そ れ ぞ 
れ の 食 文化 や 伝統 文化 を 観 
光 客 な と に 伝え る 活動 を し て 
いま す 。 祖谷 の 地元 ガイ ド と 
共に 各所 を 巡 れ ば 、 ま る で 田 
FPPRo 和 "PSRSProsrPearr 舎 に 帰っ て きた よう な 心温まる 
※ 写 真 と 異な る ガイ ド が ご 案内 する 場合 も ご ざい ます ひと 時 が 過ごせ る で し ょ う 。 





急 傾 冬 地 に 形成 され た 集落 で 、 集 落 内 の 高低 差 は 約 
390m。 国 の 重要 伝統 的 建造 物 群 保存 地区 に 選定 さ 


れ ま し た 。 (本 プラ ン で は 、 展 望 所 か ら 集落 全体 を ご 覧 いた だ きま す 。 集 


落 へ の 訪問 は いた し ませ ん 。) 層 宮 写真 提供 : 三好 市 光二 











旧 喜 多 家 住宅 内 観 (喜多 家 コ ー ス 昼食 場所 ) 


タク ンー で 絶景 めぐ り 


祖谷 を 知り 応 くし た ドラ イ バ ー が 
ご 案内 する タク シー の 旅 。 各 所 の 
見 どこ ろ な ども し っ か り ガ イド いた 
し ます 。 





タク シー( イ メー ジ ) 


祖 合川 を 眼下 に 見 下ろ す 吊 橋 が 貯 か 
る 紅葉 の 絶景 スポ ッ ト 。 か ずら 橋 と は 
違っ た スリ ル の ある 橋 か ら の 景色 を お 
楽し みく だ さい 。 
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